
践
す
る
な
ど
、
健
康
に
留
意
し
た
。
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
一

月
十
一
日
八
十
四
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

大
隈
重
信
は
、
右
脚
切
断
後
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
・
Ａ
・
マ
ー
ク
ス

社
製
の
義
足
を
装
着
し
た
。
以
後
Ａ
・
Ａ
・
マ
ー
ク
ス
社
で
改
良

に
改
良
を
加
え
た
義
足
を
装
着
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
は

当
時
世
界
で
最
も
進
歩
し
た
義
足
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

ド
テ
ア
つ
一
○

（
慈
恵
看
護
専
門
学
校
）

明
治
後
期
よ
り
昭
和
戦
中
・
戦
後
ま
で
使
わ
れ
た
、
腸
チ
フ
ス

菌
と
大
腸
菌
と
を
鑑
別
す
る
「
遠
藤
培
地
」
は
、
日
本
人
の
創
製

し
た
す
ぐ
れ
た
培
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

遠
藤
培
地
が
私
立
伝
染
病
研
究
所
で
明
治
三
十
六
年
創
製
さ

れ
、
同
年
『
細
菌
学
雑
誌
」
に
発
表
さ
れ
て
、
追
試
の
結
果
こ
れ

に
勝
る
検
査
法
は
な
く
、
長
い
間
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め

シ
ゲ
シ

遠
藤
の
名
は
よ
く
知
ら
れ
た
が
、
創
製
者
の
遠
藤
滋
と
は
ど
う
ゅ

う
人
か
知
る
人
は
き
わ
め
て
少
な
い
。

遠
藤
培
地
の
発
明
と
原
理
お
よ
び
使
用
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て

は
『
藤
野
・
日
本
細
菌
学
史
」
（
一
九
八
四
）
に
く
わ
し
い
が
、
私

は
主
と
し
て
遠
藤
滋
の
経
歴
と
性
格
等
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
。

遠
藤
滋
は
遠
藤
周
民
の
二
男
と
し
て
静
岡
で
明
治
三
年
五
月
九
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シ
ゲ
シ

遠
藤
培
地
の
創
製
者
・
遠
藤
滋

土
屋
重
朗
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日
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
を
滋
四
郎
の
ち
滋
と
改
め
た
。
周
民
は
当

時
静
岡
藩
立
病
院
の
医
師
で
、
や
が
て
病
院
頭
林
研
海
の
招
請
で
、

陸
軍
軍
医
寮
に
転
じ
、
軍
医
と
な
っ
て
各
地
を
転
任
し
た
。

滋
は
東
京
で
小
学
校
を
卒
業
し
、
父
が
明
治
十
六
年
仙
台
へ
転

任
し
た
の
で
、
共
に
移
転
し
、
同
年
仙
台
市
宮
城
医
学
校
予
備
校

へ
入
学
、
十
九
年
同
宮
城
医
学
校
へ
入
学
し
た
。
在
学
中
の
明
治

二
十
年
同
校
は
第
二
高
等
学
校
医
学
部
と
改
称
、
二
十
三
年
同
校

を
卒
業
し
た
。
卒
業
後
二
十
七
年
九
月
ま
で
、
父
が
退
役
後
開
業

し
て
い
た
興
津
町
で
一
緒
に
開
業
し
た
。

な
お
滋
の
兄
の
洋
は
明
治
十
五
年
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
を
卒

業
し
、
直
ち
に
陸
軍
々
医
部
に
入
り
、
広
島
鎮
台
附
と
な
っ
た
。

森
鴎
外
た
ち
よ
り
一
期
下
で
あ
る
が
、
病
の
た
め
退
役
し
、
四
十

四
歳
で
興
津
で
死
去
し
た
。

滋
は
細
菌
学
研
究
の
た
め
二
十
七
年
上
京
し
、
私
立
伝
染
病
研

究
所
に
入
所
、
第
二
回
研
究
生
と
し
て
二
ヵ
月
の
研
修
を
受
け
、

た
だ
ち
に
養
生
園
に
勤
務
し
、
主
に
結
核
患
者
の
診
療
を
行
っ
た
。

傍
ら
伝
染
病
研
究
所
で
、
院
外
助
手
と
し
て
午
後
細
菌
学
の
研
究

に
従
っ
た
。
遠
藤
培
地
の
創
製
は
こ
の
こ
ろ
の
明
治
三
十
六
年
で

あ
っ
た
。
な
お
伝
研
史
研
究
で
著
名
な
小
高
健
氏
は
「
所
長
北
里

の
美
点
の
一
つ
は
志
賀
赤
痢
菌
に
し
て
も
、
遠
藤
培
地
の
場
合
に

も
、
北
里
の
名
を
つ
け
な
い
で
発
表
さ
せ
た
。
も
し
も
北
里
の
名

を
つ
け
て
お
れ
ば
「
北
里
培
地
」
に
な
っ
た
お
そ
れ
も
あ
る
」

と
私
信
で
書
い
て
お
ら
れ
る
。

そ
の
後
も
滋
は
伝
研
と
養
生
園
で
つ
と
め
た
が
、
三
十
九
年
十

二
月
、
父
周
民
が
退
役
軍
医
と
し
て
七
十
二
歳
で
特
別
志
願
採
用

さ
れ
た
の
で
、
滋
は
興
津
で
父
に
代
っ
て
患
者
の
診
療
を
し
た
。

四
十
一
年
庵
原
郡
医
師
会
が
設
立
さ
れ
た
時
、
副
会
長
と
な
っ
て

い
る
。
興
津
は
風
光
明
眉
、
気
候
温
暖
で
あ
る
の
で
、
滋
は
こ
こ

に
結
核
病
院
を
建
て
る
計
画
を
し
た
。
実
姉
の
広
子
は
古
川
鉱
山

近
藤
理
事
長
の
妻
（
舟
橋
聖
一
の
祖
母
）
で
、
富
裕
な
の
で
建
設
資

金
は
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。

と
こ
ろ
が
当
時
町
民
は
結
核
病
院
と
い
う
と
、
伝
染
を
お
そ
れ

て
大
反
対
し
、
遂
に
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
四
十
四
年

二
月
父
も
帰
還
し
た
の
で
、
滋
は
再
び
上
京
、
養
生
園
医
員
と
し

て
、
大
正
五
年
ま
で
勤
務
し
た
。
同
年
九
月
養
生
園
を
辞
職
し
て
、

芝
区
車
町
三
十
六
番
地
で
つ
つ
ま
し
く
呼
吸
器
病
専
門
医
と
し
て

開
業
し
た
。

還
暦
の
記
念
に
学
界
・
内
務
省
衛
生
局
等
の
有
志
が
、
遠
藤
培
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地
創
製
の
功
績
に
た
い
し
て
記
念
式
を
開
き
記
念
品
を
送
っ
た
。

出
席
者
二
百
名
、
一
般
新
聞
お
よ
び
医
界
の
新
聞
は
す
べ
て
、
こ

の
か
く
れ
た
一
開
業
医
の
功
績
を
た
た
え
た
。

滋
は
性
来
控
え
目
で
、
人
に
お
ご
る
こ
と
な
く
、
遠
藤
培
地
に

対
し
て
も
、
全
く
偶
然
の
結
果
だ
と
謙
遜
し
て
い
た
。
ま
た
論
文

に
つ
い
て
も
学
位
号
を
請
求
す
る
気
持
も
全
く
な
か
っ
た
。
あ
る

医
界
の
新
聞
は
「
市
井
開
業
医
の
中
に
も
か
か
る
篤
学
者
の
い
る

こ
と
は
、
開
業
医
の
信
用
を
高
め
る
」
と
書
い
て
い
る
。

後
年
滋
は
高
山
植
物
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の
方
面
の
論
文
も
発

表
し
て
い
る
。

昭
和
十
二
年
四
月
二
十
日
、
六
十
八
歳
で
心
臓
衰
弱
で
他
界
し

た
。
墓
は
目
黒
の
祐
天
寺
に
あ
る
。

（
静
岡
県
清
水
市
）

昭
和
妬
二
九
五
○
）
年
皿
月
皿
日
（
土
）
、
大
阪
府
南
部
・
大
阪

市
を
中
心
に
、
シ
ラ
ス
を
食
べ
た
二
七
二
人
に
食
中
毒
が
発
生
、

う
ち
別
人
が
死
亡
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
・
い
わ
ゆ
る
〃
シ

ラ
ス
中
毒
事
件
″
で
あ
り
、
死
者
数
が
多
か
っ
た
点
で
も
注
目
さ

れ
た
が
、
原
因
究
明
の
過
程
で
の
ち
に
腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
と
命
名
さ

れ
た
細
菌
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
我
々
は
こ
の
事

件
を
当
時
の
新
聞
が
ど
の
よ
う
に
報
じ
た
の
か
を
見
て
み
た
。
使

用
し
た
の
は
朝
日
新
聞
で
、
大
阪
本
社
よ
り
発
行
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
当
時
は
頁
数
も
少
な
く
、
夕
刊
も
ま
だ
再
刊
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

①
皿
月
羽
日
（
月
）
こ
の
日
が
本
事
件
報
道
の
最
初
、
二
面
ト
シ

42

新
聞
に
見
る
昭
和
妬
年
の
シ
ラ
ス
中
毒

事
件ｌ

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
発
見
の
端
緒
Ｉ

（
１
）
（
２
）

○
長
門
谷
洋
治
・
坂
上
俊
之
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